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令和4年4月11日

一般社団法人 日本ケーブルテレビ連盟

地域BWA事業者における
音声伝送携帯電話番号等の指定について

資料70-4
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1. ケーブルテレビとは

2. 地域BWA普及に向けた取り組み

3. 音声伝送携帯電話番号の指定を受ける場合のネットワーク構成

案について

本日のご説明内容
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 ケーブルテレビは、1955年、群馬県伊香保温泉における難視聴対策として誕生。
 光ファイバーケーブルや同軸ケーブルを敷設し、地域情報を放送するコミュニティ放送、地上放送や衛星放送の
再放送、インターネットや電話などの通信サービスなどの多様なサービスを提供。

 地域密着の事業者である「地域性」、臨機応変な対応が可能な「機動性」、インフラからコンテンツまで全てを扱う
「垂直的総合性」がケーブルテレビ事業者の特長。

1953年 地上テレビ放送開始

1955年 群馬県伊香保温泉で初のケーブルテレビ誕生

1972年 有線テレビジョン放送法制定

1974年 日本有線テレビジョン放送連盟が任意団体として発足

1980年 社団法人 日本ケーブルテレビ連盟設立

1987年 初の都市型ケーブルテレビ開局（多摩ケーブルネットワーク（株））

1996年 ケーブルインターネット開始

1997年 電話サービス開始

2005年 ケーブルテレビ発祥50周年

2012年 日本ケーブルテレビ連盟が社団法人から一般社団法人に移行

2014年 4K試験放送開始／ケーブルスマホ（MVNO）サービス開始

2015年 デジアナ変換サービス終了／「ケーブル4K」実用放送開始

2017年 「ケーブルIDプラットフォーム」運用開始

2018年 「新4K8K衛星放送」再放送開始

2020年 ローカル5G/地域BWAの業界統一コア運用開始
「ローカル５G」地域実証等開始

ケーブルテレビの歴史

ケーブルテレビとは
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 2021年3月末現在、「有線電気通信設備を用いて自主放送を行う登録一般放送事業者」数は、464事業者。
加入世帯数は、約3,117万世帯であり、緩やかな増加続いている。

 世帯普及率は約52.4％。我が国の総世帯数の半数以上が、ケーブルテレビ経由でテレビを視聴。
 サービス提供エリアは、全都道府県を網羅。464事業者のうち、346事業者（2021年3月31日現在）が、日本ケー
ブルテレビ連盟の会員。（連盟会員ベースの世帯普及率は、46.3％※）

登録に係る自主放送を行う有線電気通信設備によりサービスを受ける加入世帯数、普及率の推移

世帯普及率
約52.4%

加入世帯数は、
約3,117万世帯。

ケーブルテレビの加入世帯数の推移
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◆我が国が直面している状況
• 少子高齢化と人口減少の進展
• ケーブルテレビの主契約層となるファミリー層が縮小、単独世帯が主に
• コロナ禍で疲弊し、持続的な成長を求める地域経済
• 移動しない、接触しない「新たな日常（※日本のキーワード）」 ⇒ DX関連の取組が加速

 新しい働き方の普及、ライフスタイルも変化（都市から地方へというトレンド）
• 政府においてもデジタル化に向けた取組が本格化

◆地域経済を成長させ、更なる発展を実現するためには、ケーブルテレビ事業者として、
 持続可能な地域づくりに貢献していくことが重要
 地域社会や住民のために、地域で役に立ち続ける企業であるべき
 「移動しなくていい社会」における地域の皆様の活動を支援

「2030年のケーブルテレビの在り方」の検討を開始

「2030ケーブルビジョン」策定の背景
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2030年のケーブルテレビが担うべきミッションと目指すべき姿
『地域DXで地域を豊かに、人々を笑顔に』

◇2030年においても、ケーブルテレビ業界の志は変わらない!! すべては、地域社会のために、お客様のために!!
◇お客様との関係性は、企業とお客様ではなく、地域コミュニティを共創する《メンバーシップ》の姿勢で!!
◇持続可能な地域づくり 《SDGsへの取り組み》 が、ますます重要!!
◇地域課題解決のキープレイヤーとして、地域活性・地方創生など、地域の共通価値を創造《CSV》していく!!

ミッション

目指すべき姿～６つのアプローチ

安全で信頼性の高い地域No.1ネットワークを構築するネットワークが
変わる

ケーブルIDで地域経済圏を構築するIDで変わる

地域における情報メディア・プラットフォームになる放送が変わる

コンテンツが
変わる 地域の魅力を創出するコンテンツプロデューサーになる

地域MNOとして第5のモバイルキャリアを目指すワイヤレスが
変わる

地域DXの担い手になるサービス・ビジネ
スが変わる
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日本ケーブルテレビ連盟における無線利活用の推進体制

無線利活用委員会
（委員長 株式会社ZTV 田村 欣也）

IoTビジネス推進
タスクチーム

地域BWA・MVNO
タスクチーム

ローカル５G導入
展開タスクチーム

Wi-Fi推進
タスクチーム

• 地域におけるWi-Fi
アクセスポイント設
置の推進

• 全国でのWi-Fi認証
連携の推進

• 地域BWA及びMVNO
営業強化

• 地域BWA、MVNO導
入局の拡大

• 地域BWAローミング
の推進

• 地域におけるロー
カル５Gサービスの
開発・実証

• ローカル５G導入の
知見等の共有

• 業界内の導入推進

• IoT活用事例に関す
る情報収集

• 地域におけるIoT
サービスの開発・
実証

• 業系内の導入推進

 地域BWA、ローカル5G、ケーブルスマホ（MVNO）など、ケーブルテレビ業界における無線利活用を推進
するため、日本ケーブルテレビ連盟に無線利活用委員会（委員長田村欣也）を設置

 ケーブルテレビ事業者が出資を行った「地域ワイヤレスジャパン（RWJ）」、「グレープ・ワン」による支
援体制の強化や業界統一コアの構築を行うなど、無線利活用を推進。

8
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地域課題・ニーズに対して最適な無線サービス提供し、地域Dxの担い手となる

無線技術

2000年代 2010年代 2020年代 2030年代

3G 4G 5G Beyond 5G

無線技術の
付加価値

モバイル
ブロードバンド

キーワード スマホ
クラウド IoT

AI
ロボティクス

自動運転ビッグデータ
・・・

個人単位の情報
利用・共有の普及

情報・モノ・AIが
常時つながり、浸透情報の伝達 あらゆる領域で

共有・協働・自動化

社会・産業
ブロードバンドネットワーク整備

スマートシティ、地域課題解決プロジェクト

デジタル田園都市構想への貢献

ICT利活用、オープンデータ

FTTH、HFC：超高速インターネット

MVNO：低価格スマホサービス

地域BWA：使い放題無線通信サービス

IoT：データ収集自動化、BtoB/G需要

ローカル５G：超高速FWA、
自治体、企業との地域課題解決

世帯

個人

エリア全域

行政・地域ニーズ

地域の超高速無線網

ケーブルテレビ
事業者による
サービス展開

地域における無線活用

• 地域課題に応じて最適な
無線サービス利用

• 自治体や地域の企業に寄り
添い手厚くにサポート

• 地域のICT人材の育成
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ケーブルテレビ業界として無線事業推進するためにコア設備を業界連携により運営

CATV
SMS

ケーブルIDプラットフォーム

地域BWA
※MVNO網への
ローミングあり

CATV
SMS

業界統一コアの概要

ローカル5G
ミリ波帯

ローカル5G
Sub6帯

サービス提供スキーム

㈱グレープ・ワン（業界統一コア運営）

㈱地域ﾜｲﾔﾚｽｼﾞｬﾊﾟﾝ（企画・販売）

ケーブルテレビ事業者（免許取得）

お客様 地方自治体 企業

インターネット

業界統一コア

• サイバーセキュリティ対策
• 運用オペレーションが効率的
• 監視・保守24ｘ365対応

業界統一コアの特徴

10
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地域の無線ネットワーク(将来イメージ)

 ケーブルテレビ事業者が持つ「光ファイバ」を有効活用し、「地域BWA」で全域をカバー。ニーズのあるエリアには、
ローカル5G（Sub6、ミリ波）を展開し、Gbps級の超高速ワイヤレスサービスを提供。

 地域BWA、ローカル5Gなどの地域で利用できる無線システムを最大限活用し、地域DXの担い手、デジタル
田園都市国家構想への貢献を実現（地域BWAのモバイルルータの貸し出している事例あり）

地域BWA
（2.5GHz）

ローカル5G
(Sub6)

ローカル5G
(ミリ波)

ローカル5G
(ミリ波)ローカル5G

(Sub6)

CATV局舎

光ファイバ（FTTH)

業界統一コア

地域BWAで広域をカバー

無線の基盤としての光ファイバ

光ファイバ

光ファイバ

光ファイバ

バスや電車など
移動利用が可能

1Gbpsの
FWAサービス

1Gbpsの
FWAサービス

GIGAスクール

集合住宅
スマート農業

LPWA

地域の無線を活用し、課題解決への貢献を目指す！
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（参考）地域BWAとは
 地域BWAは、地域の公共サービスの向上やデジタル・ディバイド（条件不利地域）の解消等、

地域の公共の福祉の増進に寄与することを目的とした無線システム。無線局免許の取得にあたっては、
市町村長との間で締結された協定等が求められている

 2014年には、携帯電話等で広く利用されているLTE（TDD-LTE）互換となる高度化方式
（WiMAX Release 2.1AE 、AXGP）が導入され、普及が加速

 ケーブルテレビは、それぞれの地域の市町村と連携し、地域BWAの活用を推進

出典：総務省HP掲載資料
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業界における地域BWAの導入状況
 2021年9月末現在、連盟のケーブルテレビ事業者による地域BWAの導入社数は110社、自治体数は276※ 、

基地局数は1998※であり、堅調に利用が拡大している状況。（日本ケーブルテレビ連盟調べ、事業者アンケートより作成）

 県庁所在地＋人口20万以上の自治体数約130のうち、87 自治体には導入（免許申請中含む）
※無線局免許申請中の自治体数、基地局数を含む。このほか、協議中の自治体数は102。
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■ 商品スペック
下り 110Mbps／上り 10Mbps
※ベストエフォート

■ 提供価格
月額：2,480円（税抜き）
データ容量使い放題

地域BWAのエリア展開①「ちゅピCOM」（広島県広島市ほか）
 広島市、廿日市市、大竹市、府中町、海田町に53の地域BWA基地局を開設し、約4,500件が

契約中。広島市では、市内広域でサービスを提供
 手ごろな価格でサービス提供を行っており、若年層を中心に利用者が増加。地域BWAのエリア拡

大や加入増に対応するため、新たに20の基地局を開設予定（北広島町もエリア化予定）

市町村別基地局数
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音声伝送携帯電話番号の指定を受ける場合のネットワーク構成案について

18

（１）CATV事業者は、自ら設置した基地局によって、地域BWAのサービスを提供していますが、
事業者によって、事業内容、事業規模などが様々であることから、連盟の主導により、
共同利用型の「業界統一コア」を構築し、設備の共用を進め、低コストにシステムを導入
できる仕組みを設けています。

（２）音声伝送携帯電話番号の指定を受ける場合のネットワーク構成については、音声サービスに必要な
「IMS」を業界統一コアに設置し、全国MNO等とのローミング接続等を行うことで、緊急通報を確
保しつつ、全国で利用可能な音声サービスを提供していきたいと考えています。

（３）音声サービスの提供にあたっては、IMSなど必要な設備を自ら導入しつつ、全国MNO等の設備につ
いても最大限活用させていただきながら、MNOとMVNOの２つの側面を併せ持つCATV（地域
MNO）ならではの地域のワイヤレスネットワーク構築を効率的に進めていきたいと考えています。

（４）音声伝送携帯電話番号の指定につきましては、音声電気通信番号の効率的な管理、運用を行う
観点から、業界統一コア事業者が指定を受ける方向で検討を行っておりますが、今回、①業界統
一コア事業者が番号指定を受ける場合、②地域BWA事業者が単独で番号指定を受ける場合の
２案を用意いたしました。
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ネットワーク構成案 Ⅰ
業界統一コア事業者が番号指定を受ける場合

データ＋音声

業界統一コア
(地域BWA 4G)

EPC ※2

MNOコア

EPC ※2

全国MNOエリア内地域BWAエリア内

IMS※1 IMS

地域BWA
基地局

MNO
基地局

※１ 緊急通報向け位
置情報取得及び通信
傍受等など音声向け
機能を具備

MNOと直接またはMVNO事業者経由で
データ＋音声ローミング

070番号

地域BWA

業界コアからインターネット網
＋他社網（接続方法は要協議）へ接続

インターネット網/他社網（MNO含む）

音声ローミング

MVNO事業者を介した接続 の可能性についても並行して検討

緊急通報受理機関

MNOエリア
緊急通報

BWAエリア
緊急通報

地域BWA エリア内 地域BWA エリア外 （全国MNOエリア）

※2 LTEネットワークのコア設備
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ネットワーク構成案 Ⅱ
地域BWA事業者が単独で番号指定を受ける場合

地域BWA エリア内 地域BWA エリア外 （全国MNOエリア）

業界統一コア

データ＋音声

地域BWA
事業者設備

EPC ※2

MNOコア

EPC ※2

全国MNOエリア内地域BWAエリア内

IMS※1 IMS

地域BWA
基地局

MNO
基地局

※１ 緊急通報向け
位置情報取得及び
通信傍受等など音
声向け機能を具備

MNOと直接またはMVNO事業者経由で
データ＋音声ローミング

070番号

地域BWA

業界コアからインターネット網
＋他社網（接続方法は要協議）へ接続

インターネット網/他社網（MNO含む）

音声ローミング

MVNO事業者を介した接続 の可能性についても並行して検討

緊急通報受理機関

MNOエリア
緊急通報

BWAエリア
緊急通報

※2 LTEネットワークのコア設備
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